
｢
仮
名
」
の
原
義
に
つ
い
て

中
山

陽
介
（
國
學
院
大
學
大
学
院
）

な
か
や
ま

よ
う
す
け

第
一
節

「
仮
名
」
の
語
義
の
問
題
点

①
日
本
で
漢
字
か
ら
脱
化
し
て
出
来
た
独
自
の
表
音
文
字
に
二
種
類
あ
る
。
漢
字
の
部
分
を
抽
出
す
る
方
法
を

軸
に
し
て
出
来
た
片
仮
名
と
、
漢
字
の
全
体
を
書
き
崩
す
方
法
を
軸
に
し
て
出
来
た
平
仮
名
で
あ
る
（
本
発

表
で
は
、「
平
仮
名
」「
片
仮
名
」
に
そ
れ
ぞ
れ
い
わ
ゆ
る
変
体
仮
名
の
字
を
含
め
る
）。

②
「
平
仮
名
」
の
語
は
室
町
時
代
の
成
立
で[

]

、
平
安
時
代
に
は
平
仮
名
の
こ
と
を
指
し
て
単
に
「
仮
名
」

1

（
か
な
、
か
む
な
、
か
ん
な
。
以
下
「
仮
名
」
と
書
く
）
と
呼
ん
で
い
た
。
万
葉
仮
名
を
指
す
と
さ
れ
る

「
男
手
」
に
対
し
て
平
仮
名
を
指
す
と
さ
れ
る
「
女
手
」
と
い
う
語
も
あ
っ
た
が
、「
仮
名
」
と
呼
ぶ
方
が

普
通
で
、
平
安
時
代
以
降
「
女
手
」「
男
手
」
の
語
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

③
し
か
し
、
平
安
時
代
の
「
仮
名
」
の
語
の
対
象
は
平
仮
名
に
限
ら
ず
、
広
義
に
は
草
仮
名
や
万
葉
仮
名
が
そ

の
範
疇
に
含
ま
れ
て
い
た
。
平
安
時
代
、
片
仮
名
に
既
に
「
片
仮
名
」
の
語
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ど
う

し
て
平
仮
名
は
、「
平
仮
名
」
の
よ
う
な
「
仮
名
」
の
派
生
語
で
は
な
く
、
平
仮
名
・
片
仮
名
お
よ
び
草
仮

名
な
ど
の
総
称
と
同
じ
「
仮
名
」
で
呼
ば
れ
た
の
か
。

④
そ
も
そ
も
、「
仮
名
」
と
い
う
語
自
体
、
い
つ
頃
ど
う
発
生
し
、
元
来
ど
の
よ
う
な
実
態
を
指
し
た
言
葉
だ

っ
た
か
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
な
い
。
仮
名
の
成
立
過
程
の
問
題
と
も
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
。

⑤
→
本
発
表
で
は
、「
仮
名
」
の
語
の
発
生
当
初
の
原
義
と
そ
の
変
遷
を
考
え
る
。
平
安
時
代
の
文
献
の
「
仮

名
」
の
語
の
用
法
の
実
態
を
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
原
義
を
推
論
し
、
結
論
と
し
て
「
仮
名
」
は
本
来
、
万

葉
仮
名
を
指
し
た
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
平
仮
名
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
。

第
二
節

「
仮
名
」
の
語
が
上
代
に
あ
っ
た
と
す
る
説
に
つ
い
て

⑥
近
年
、
山
田
健
三
は
、
万
葉
仮
名
を
漢
字
の
一
用
法
と
す
る
通
説
的
理
解
を
批
判
し
、
記
紀
万
葉
の
歌
表
記

な
ど
の
仮
名
書
き
（
一
字
一
音
の
表
音
表
記
）
を
、
上
代
既
に
「
漢
字
」
と
「
仮
名
」
と
が
明
瞭
に
区
別
さ

れ
て
い
た
も
の
と
し
て
捉
え
る[

][
]

。

2

3

⑦
そ
し
て
、
上
代
に
「
仮
名
」
と
い
う
語
が
存
在
し
た
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
、「
平
仮
名
」「
片
仮
名
」

が
「
仮
名
」
の
派
生
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
仮
名
・
片
仮
名
発
生
以
前
に
、「
仮
名
」
と
呼
ば
れ
た
文
字

が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
。（
引
用
中
の
傍
線
は
発
表
者
。
以
下
同
）

「
平
仮
名
」「
片
仮
名
」
と
い
う
用
語
は
、
当
然
「
仮
名
」
と
い
う
語
が
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
生
ま

れ
得
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
語
構
造
が[

ひ
ら[

か
な]]

、[

か
た[

か
な]]

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
平
仮
名
、
片
仮
名
の
実
態
フ
ォ
ル
ム
も
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
仮
名
」
の
指
示
実
体

は
、
視
覚
的
に
は
漢
字
と
同
一
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
片
仮
名
「
イ
」
は
、
仮
名

日
本
語
学
会
2
0
2
1
年
度
秋
季
大
会

口
頭
発
表
　
B
-
3

－
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5
 －



「
伊
」
の
カ
タ
な
る
仮
名
で
あ
り
、
平
仮
名
「
い
」
は
、
仮
名
「
以
」
の
ヒ
ラ
な
る
仮
名
、
と
理
解
す

べ
き
語
構
造
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
。

つ
ま
り
「
仮
名
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
い
わ
ゆ
る
平
仮
名
・
片
仮
名
が
成
立
す
る
以
前
に
存
在
し
て

い
た
こ
と
は
、
上
記
の
論
理
が
導
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
遡
っ
て
上
代
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た

可
能
性
も
、
い
わ
ゆ
る
仮
名
書
和
歌
が
万
葉
集
・
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
極
め

て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。[

] 2

⑧
推
論
上
の
問
題
点

一
、「
平
仮
名
」
と
い
う
語
は
室
町
時
代
の
成
立
で
、
平
安
時
代
の
平
仮
名
の
呼
称
が
「
仮
名
」
で
あ
る
以

上
、
後
世
の
「
平
仮
名
」
の
語
か
ら
減
算
し
て
「
仮
名
」
の
語
義
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
、「
片
仮
名
」
も
、
可
能
性
と
し
て
は
、
平
仮
名
を
指
す
「
仮
名
」
の
語
に
対
す
る
別
形
態
と
し
て
の
命

名
と
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
、
必
ず
し
も
万
葉
仮
名
に
対
す
る
呼
称
と
は
限
定
で
き
な
い
。

三
、
万
葉
仮
名
は
平
安
時
代
以
降
も
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
た
と
え
「
仮
名
」
が
万
葉
仮
名
を
指
す
語
だ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
語
の
成
立
を
上
代
に
遡
ら
せ
る
べ
き
必
然
性
は
無
い
。

四
、
上
代
に
万
葉
仮
名
の
実
態
が
確
認
で
き
て
も
、
そ
れ
に
特
定
の
名
称
が
あ
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。

ま
た
、
名
称
が
あ
っ
た
と
し
て
も
「
仮
名
」
以
外
の
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

⑨
→
改
め
て
、
古
代
の
文
献
に
即
し
て
用
法
を
分
析
し
、
帰
納
的
に
そ
の
意
義
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
節

平
安
時
代
の
「
仮
名
」
の
実
例
二
義

―
平
仮
名
を
指
す
場
合
と
万
葉
仮
名
を
指
す
場
合

⑩
平
安
時
代
の
仮
名
文
学
作
品
に
見
ら
れ
る
「
仮
名
」
は
、
基
本
は
平
仮
名
の
こ
と
を
指
す
と
さ
れ
る
。

「
い
た
う
な
過
ぐ
し
た
ま
ひ
そ
。
に
こ
や
か
な
る
方
の
な
つ
か
し
さ
は
、
こ
と
な
る
も
の
を
。
真
字
の

ま
ん
な

(1)
す
す
み
た
る
ほ
ど
に
、
仮
名
は
し
ど
け
な
き
文
字
こ
そ
ま
じ
る
め
れ
」

か

な

〔
源
氏
物
語
・
梅
枝
（
新
編
全
集
）[

：

～

頁]

〕

4

416

417

仮
名
は
ま
だ
書
き
た
ま
は
ざ
り
け
れ
ば
、
片
仮
名
に
、「
︙
︙
」
と
あ
る
。

(2)

〔
堤
中
納
言
物
語
・
虫
め
づ
る
姫
君
（
新
編
全
集
）[

：

頁]

〕

5

414

⑪
一
方
、
単
に
「
仮
名
」
と
い
っ
た
だ
け
で
万
葉
仮
名
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
一
書
の
内
で
両
方
の
意
義
に
用

い
ら
れ
た
例
を
挙
げ
る
（
顕
昭
『
万
葉
集
時
代
難
事
』）。

⑫
文
字
の
種
類
の
違
い
の
意
味
合
い
を
持
つ
「
仮
名
」「
真
名
」
の
例

又
古
今
眞
名
序
、
是
紀
淑
望
之
作
也
。

(3)

〔
万
葉
集
時
代
難
事
（
十
二
世
紀
後
半
成
立
、
顕
昭
）（
日
本
歌
学
大
系
）[

：

頁]

〕

6

62

仍
假
名
序
ニ
、
年
ハ
モ
ヽ
ト
セ
ア
マ
リ
ト
カ
ケ
リ
。

〔
同[

：

頁]

〕

(4)

6

63

⑬
漢
字
に
よ
る
表
音
表
記
・
表
語
表
記
の
別
を
指
し
た
「
仮
名
」「
真
名
」
の
例

二
者
、
和
歌
書
樣
不
レ
同
。
或
卷
、
假
名
書
也
。

(5)

安
思
比
奇
能
、
夜
麻
毛
知
可
吉
乎
、
保
登
等
藝
須

都
奇
多
都
麻
泥
爾

奈
仁
賀
吉
奈
可
奴

－
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或
卷
、
眞
名
書
也
。

昨
日
社

年
者
極
之
賀

春
霞

春
日
山
爾

速
立
爾
來

〔
同[

：

頁]

〕

6

65

⑭
→
「
仮
名
」「
真
名
」
は
文
字
の
種
別
を
指
す
場
合
と
、（
漢
字
上
の
）
表
語
表
記
・
表
音
表
記
の
用
法
の
別

を
指
す
場
合
と
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
真
名
仮
名
」
は
漢
字
に
よ
る
表
音
表
記
の
意
。

、
、

、
、
、
、

⑮
「
仮
名
」
が
万
葉
仮
名
を
指
す
用
法
は
、
遡
る
と
平
安
中
期
に
見
ら
れ
る
。

或
擧
二
類
聚
國
史
・
萬
葉
集
・
三
代
式
等
所
レ
用
之
假
字
一
。
水
獸
有
二
葦
鹿
之
名
一
、
山
鳥
有
二
稻
負

(6)
之
號
一
、
野
草
之
中
女
郎
花
、
海
苔
之
彙
於
期
菜
等
、
是
也
。
至
下
如
二
於
期
菜
一
者
上
、
所
レ
謂
六
書

法
、
其
五
曰
二
假
借
一
、
本
無
二
其
字
一
、
依
レ
聲
託
レ
事
者
乎
。
內
典
梵
語
亦
復
如
レ
是
。

〔
和
名
類
聚
抄
（
承
平
年
間
〈
九
三
一
～
八
〉
成
立
、
源
順
）・
序
（
元
和
古
活
字
本
）[

：

～

頁]

〕

7

551

552

（
※
句
読
・
訓
点
は
狩
谷
棭
斎
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』
を
参
考
に
私
に
附
し
た
）

※
こ
の
「
仮
字
」
は
、
一
字
一
音
式
（
於
期
菜
）
だ
け
で
な
く
、
意
義
に
よ
る
借
字
の
例
（
女
郎
花
）
も

含
ん
で
い
る
（
狩
谷
棭
斎
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』
も
参
照[

：

頁]

）。「
か
な
」
と
読
め
る
か
存
疑
。

7

10

「
か
な
」
と
読
め
た
場
合
、
広
義
の
万
葉
仮
名
を
包
含
し
た
こ
と
に
な
る
。
確
例
で
は
な
い
。

元
慶
六
年
〈
右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
講
レ
之
。
例
以
二
假
名
字
一
書
二
詠
句
序
一
。〉

(7)

〔
西
宮
記
（
十
世
紀
中
葉
成
立
、
源
高
明
）・
臨
時
二
（
神
道
大
系
。
底
本
は
大
永
本
）[

：

頁]

〕

8

511

哥
躰
大
略
如
レ
此
。
堪
レ
事
者
獻
二
二
首
一
。
若
長
哥
作
二
序
躰
一
。
宛
如
二
史
家
講
書
一
。
件
年
、
式
部

(8)
卿
親
王
・
太
政
大
臣
等
、
皆
被
レ
出
二
和
哥
一
也
。
自
餘
躰
繇
レ
是
可
レ
知
。
書
二
哥
躰
一
、
用
二
假
名
字

一
云
々
。

〔
同
・
臨
時
七[
：

頁]

〕

8

792

（
※
訓
点
は

共
に
神
道
大
系
本
に
よ
る
）

(7)
(8)

※
日
本
紀
竟
宴
和
歌
の
先
例
を
示
し
た
箇
所
。
本
妙
寺
本
『
日
本
紀
竟
宴
和
歌
』
に
記
さ
れ
た
歌
の
一
字

一
音
式
の
万
葉
仮
名
表
記
は
、
詠
者
に
よ
る
当
時
の
表
記
を
よ
く
留
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る[

]

（
平
仮
名
表
記
の
歌
・
左
注
は
院
政
期
頃
の
作
と
さ
れ
る
）。

は
末
尾
の
「
序
」
の
字
不

9

(7)

審
。
諸
本
揺
れ
あ
り
。
当
条
に
見
え
る
「
序
」
は
漢
文
の
序
。
壬
生
本
（
大
永
本
の
親
本
）
を
参
照
す

る
に
こ
の
字
は
「
云
々
」
と
思
わ
れ
る
。
紅
葉
山
文
庫
本
（
壬
生
本
の
転
写
本
）
は
こ
の
字
ナ
シ
。

大
爲
爾
伊
天
奈
徒
武
︙
︙
衣
不
禰
加
計
奴
〈
謂
之
供
名
文
字
〉

(9)

〔
口
遊
（
天
禄
元
年
〈
九
七
〇
〉
序
、
源
為
憲
）（
真
福
寺
本
：
弘
長
三
年
〈
一
二
六
三
〉
写
）[

]

〕
10

※
「
供
」
は
「
借
」
と
さ
れ
る[

：

～

頁]

。「
供
」
と
も
「
借
」
と
も
読
め
る
筆
跡
。

10

221

222

先
可
知
所
付
借
字

(10)
以
〈
伊
〉

呂
〈
路
〉

波
〈
八
〉

耳
〈
尓
〉

本
〈
保
〉
︙
︙

〔
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
（
承
暦
三
年
〈
一
〇
七
九
〉
写
）[

]

〕
11

－
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※
時
代
の
降
る
例
。
訓
注
所
用
の
万
葉
仮
名
を
「
借
字
」
と
称
し
て
い
る
。
同
様
に
「
婆
」「
毗
」
な
ど

を
「
濁
音
借
字
」
と
称
す
る
。
ま
た

・

を
表
す
二
種
類
の
字
も
「
借
字
」
と
称
し
て
い
る
。

ŋ

n

⑯
→
確
例
に
乏
し
い
が
、
万
葉
仮
名
を
「
仮
名
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
十
世
紀
に
遡
り
、
平
仮
名
を
指
す
仮
名
文
学

中
の
例
と
ほ
ぼ
同
時
。「
仮
名
」
が
仮
名
文
字
（
平
仮
名
・
片
仮
名
）
を
指
す
用
法
と
、
万
葉
仮
名
を
指
す

用
法
と
、
ど
ち
ら
の
方
が
先
か
が
問
題
と
な
る
。

第
四
節

「
仮
名
」
の
原
義
の
考
察

⑰
「
仮
名
」
の
原
義
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
を
仮
定
す
る
と
、
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

い
、「
仮
名
」
の
原
義
を
仮
名
文
字
と
す
る
と
、「
か
な
」
の
元
の
語
形
で
あ
る
「
か
り
な
」
の
「
か
り
」
の

意
義
が
明
白
で
な
い
。
万
葉
仮
名
の
意
義
と
す
れ
ば
、
仮
借
の
意
と
し
て
理
解
で
き
る
。

ろ
、
仮
名
文
字
の
意
義
を
原
義
と
す
る
と
、
万
葉
仮
名
の
意
義
へ
の
派
生
を
説
明
し
が
た
い
。
万
葉
仮
名
を

原
義
と
仮
定
し
た
場
合
、
万
葉
仮
名
か
ら
平
仮
名
へ
の
歴
史
的
な
変
遷
に
沿
っ
て
名
称
の
指
す
対
象
の

実
態
が
変
化
し
た
こ
と
で
平
仮
名
を
も
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

は
、
仮
名
文
字
の
意
義
を
原
義
と
す
る
と
、
片
仮
名
が
「
片
仮
名
」
で
平
仮
名
が
「
仮
名
」
で
あ
る
関
係
性

が
説
明
で
き
な
い
。
万
葉
仮
名
の
意
義
で
あ
れ
ば
、
片
仮
名
は
万
葉
仮
名
の
亜
種
と
し
て
の
命
名
、
平

仮
名
は
万
葉
仮
名
の
直
系
と
し
て
そ
の
呼
称
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
理
解
で
き
る
。

い
、「
か
り
な
」
の
意
義

⑱
「
仮
名
」
の
原
義
を
仮
名
文
字
と
仮
定
し
た
場
合
、
元
の
語
形
「
か
り
な
」
の
解
釈
は
、「
漢
字
を
正
式
の

文
字
と
見
て
、
そ
れ
に
対
す
る
仮
の
文
字
の
意
」（
古
語
大
鑑[

：

頁]

）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
文
字
に
対
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す
る
価
値
観
を
表
し
た
語
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
し
ば
し
ば
仮
名
を
見
下
げ
た
命
名
の
よ

う
に
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
物
の
名
付
け
と
し
て
は
観
念
的
・
抽
象
的
な
嫌
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
平
安

時
代
頃
の
語
で
「
か
り
」
を
冠
す
る
「
か
り
そ
め
」「
仮
庵
」「
仮
寝
」「
行
宮
」
と
い
っ
た
語
は
、
臨
時
的
、

か
り
い
ほ

か
り
ね

か
り
み
や

し
ば
ら
く
、
そ
の
場
限
り
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
り
、
正
・
権
の
よ
う
な
価
値
的
な
意
味
は
無
い
。

⑲
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
や
狩
谷
棭
斎
『
転
注
説
』
は
、「
仮
名
」
の
意
義
を
第
一
に
万
葉
仮
名
に
認
め
、

「
か
り
」
を
仮
借
の
義
と
取
っ
て
い
る
。

⑳
→
平
安
時
代
の
漢
文
に
お
け
る
「
仮
名
」
の
語
の
表
記
は
、
前
掲
の
如
く
「
仮
名
」（
西
宮
記
）「
借
名
」

（
口
遊
）「
借
字
」（
金
光
︱
）
と
い
っ
た
字
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
仮
」「
借
」
を
借
用
・
仮
借
の
意
に
取

れ
ば
、
漢
字
の
読
み
を
借
り
る
万
葉
仮
名
と
し
て
の
意
義
が
明
白
で
あ
る
。

ろ
、「
仮
名
」
の
語
義
の
派
生
過
程

－
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㉑
「
仮
名
」
の
語
が
当
初
、
仮
名
文
字
、
特
に
平
仮
名
に
対
す
る
命
名
だ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、「
片
仮
名
」

は
、
仮
名
文
字
・
平
仮
名
を
指
す
語
の
派
生
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
、
片
仮
名
が
「
仮
名
」

の
語
を
使
っ
た
理
由
は
、
簡
略
化
さ
れ
た
文
字
と
い
う
共
通
性
か
ら
一
応
了
解
さ
れ
る
。
一
方
で
、
簡
略
化

さ
れ
た
文
字
と
い
う
共
通
性
を
持
た
な
い
万
葉
仮
名
を
、
接
辞
す
ら
付
け
ず
に
「
仮
名
」
と
呼
ん
で
い
る
こ

と
は
、
こ
の
立
場
か
ら
は
理
解
し
が
た
い
。

㉒
む
し
ろ
、
先
に
万
葉
仮
名
を
「
か
な
」
と
称
し
て
い
た
の
が
、
名
称
は
固
定
し
た
ま
ま
、
段
々
と
そ
の
実
態

を
変
化
さ
せ
て
平
仮
名
に
な
っ
た
結
果
、「
か
な
」
が
平
仮
名
を
も
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
見
た
方
が
自
然

で
あ
る
（
類
例
「
く
る
ま
」。
牛
や
人
が
引
く
も
の
か
ら
自
動
車
を
主
に
指
す
よ
う
に
。
車
輪
の
つ
く
も
の

の
汎
称
と
し
て
も
依
然
機
能
す
る
）。

㉓
→
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「
仮
名
」
の
語
が
万
葉
仮
名
の
意
義
と
平
仮
名
の
意
義
、
ま
た
平
仮
名
以
外
の

表
音
文
字
の
汎
称
と
し
て
の
意
義
と
を
包
含
す
る
理
由
が
理
解
し
や
す
い
。

は
、「
仮
名
」
と
「
片
仮
名
」
と
の
関
係
性

㉔
も
し
「
仮
名
」
が
当
初
よ
り
平
仮
名
・
片
仮
名
の
総
称
だ
と
し
た
ら
、
な
ぜ
片
仮
名
は
「
片
仮
名
」
な
の
に
、

平
仮
名
は
「
～
仮
名
」
で
な
く
総
称
と
同
じ
「
仮
名
」
な
の
か
。

㉕
ま
た
、
も
し
「
仮
名
」
が
当
初
平
仮
名
を
指
す
語
と
し
て
生
じ
た
と
見
た
場
合
、
そ
の
派
生
語
を
名
に
持
つ

「
片
仮
名
」
は
平
仮
名
の
変
種
と
捉
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
平
仮
名
（
仮
名
）
概
念
・
片
仮
名
概
念
の

成
立
時
期
や
前
後
関
係
が
不
明
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
沿
革
上
の
ど
の
段
階
で
「
仮
名
」「
片
仮
名
」
と
初
め
て

命
名
さ
れ
た
の
か
定
か
で
な
い
。
平
仮
名
と
片
仮
名
と
の
関
係
性
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
難
が
あ
る
。

㉖
そ
も
そ
も
、
平
仮
名
は
万
葉
仮
名
自
体
が
段
々
と
変
化
し
て
出
来
た
文
字
で
あ
り
、
そ
の
中
間
に
曖
昧
な
段

階
が
存
在
す
る
。
対
し
て
、
省
画
の
字
体
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
片
仮
名
は
、
万
葉
仮
名
の
段
々
の
変
化

で
は
な
く
意
図
的
に
省
略
し
て
即
座
に
作
り
出
さ
れ
る
文
字
で
あ
り
、
形
の
違
い
が
明
瞭
で
あ
る
。

㉗
→
「
仮
名
」
が
元
来
万
葉
仮
名
を
指
し
た
も
の
と
捉
え
れ
ば
、「
片
仮
名
」
は
、
万
葉
仮
名
か
ら
生
ま
れ
た

変
種
と
し
て
の
命
名
と
理
解
で
き
、
万
葉
仮
名
の
直
系
で
あ
る
平
仮
名
は
、
万
葉
仮
名
か
ら
地
続
き
の
連
続

的
な
変
化
の
中
で
そ
の
ま
ま
元
の
呼
称
で
あ
る
「
仮
名
」
の
語
を
継
承
し
た
と
理
解
で
き
る
。

㉘
→
以
上
の
三
点
か
ら
、「
仮
名
」
は
仮
名
文
字
に
対
す
る
命
名
と
考
え
る
よ
り
は
、
元
来
万
葉
仮
名
を
指
し

て
い
て
、
そ
れ
が
後
に
平
仮
名
や
そ
の
周
辺
の
文
字
を
も
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
見
た
方
が
自
然
で
あ
る
。

第
五
節

「
仮
名
」
の
発
生
時
期
と
沿
革

附
・「
平
仮
名
」

㉙
「
仮
名
」
の
語
の
成
立
時
期
は
定
か
で
な
い
。「
か
り
な
」
の
「
な
」
は
文
字
の
意
味
だ
が
、
文
字
を
指
す

中
古
の
語
は
「
も
じ
」。
そ
れ
以
前
の
古
語
を
継
承
し
て
い
る
か
。
上
代
と
ま
で
は
特
定
で
き
な
い
が
、
少

な
く
と
も
平
仮
名
・
片
仮
名
が
確
立
す
る
以
前
か
ら
あ
っ
た
語
で
は
な
い
か
（
但
し
「
字
」
を
文
字
の
意
で

－
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「
な
」
と
訓
読
す
る
古
い
例
は
、『
日
本
書
紀
』
前
田
本
・
巻
第
廿
の
院
政
期
点
。「
字
隨
羽
黑
」）。

㉚
→
「
仮
名
」
の
語
義
の
二
面
性
は
、
万
葉
仮
名
と
平
仮
名
と
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
示
す
も
の
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。「
仮
名
」
と
呼
ば
れ
た
万
葉
仮
名
そ
の
も
の
が
変
化
し
て
平
仮
名
が
成
立
し
た
こ
と
で
、

「
仮
名
」
の
名
が
平
仮
名
に
継
承
さ
れ
、「
仮
名
」
は
両
方
の
意
義
を
含
む
こ
と
に
な
っ
た
（
そ
の
「
仮

名
」
の
内
の
違
い
を
表
す
語
が
「
女
手
」「
男
手
」
で
あ
っ
た
か
）。
日
常
生
活
一
般
で
最
も
よ
く
使
う
仮
名

が
平
仮
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
や
が
て
「
仮
名
」
は
万
葉
仮
名
よ
り
も
平
仮
名
を
代
表
す
る
よ
う
に
な
り
、
以

後
、
平
仮
名
が
「
仮
名
」
の
標
準
と
し
て
の
地
位
を
占
め
つ
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

㉛
「
平
仮
名
」
の
語
の
登
場
に
つ
い
て
は
、
平
安
末
以
降
、
平
仮
名
を
指
し
て
「
常
の
仮
名
」（
古
来
風
体
抄
、

入
木
口
伝
抄
）、「
普
通
の
仮
名
」（
入
木
口
伝
抄
）
な
ど
と
呼
ん
だ
例
が
見
ら
れ
る
。
真
名
仮
名
や
草
仮
名

な
ど
に
対
す
る
、
最
も
一
般
的
な
仮
名
と
し
て
の
呼
称
。
室
町
時
代
の
「
ひ
ら
」
に
も
「
普
通
」
と
い
う
意

味
が
あ
り
（
平
公
家
、
平
侍
、
平
秋
な
ど
）、
古
来
の
普
通
の
「
仮
名
」
に
明
示
的
な
呼
称
を
付
け
た
も
の

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
平
仮
名
」
の
意
義
を
仮
名
手
本
の
い
ろ
は
の
字
体
に
限
定
す
る
説
も
あ
る
が

[
]

、
そ
の
説
の
是
非
を
含
め
て
今
後
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
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